
 

 

 

 

 

 1 月１８日（土）は参観日でした。家庭科「持続可能な社会へ」

の単元で，外部講師をお招きして，衣服と環境とのつながりや，

環境に配慮した取組を学習しました。  

授業では，一着の衣服を作るために，原料を作る国では，過酷

な労働があったり，大量の水が使われたりしていることが紹介さ

れました。持続可能な社会に向けて，ただ作るだけでなく，使っ

た後のことを考えた取組が行われていることも紹介されました。 

この授業を通して，多くの児童が，着られなくなった衣服をそ

のまま捨てるのではなく，使う人へ譲ったり，リサイクルしたり

することが大切だと実感しており，持続可能な社会の実現に向け

て自分たちにできることを考えていました。  
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 新しいものを選ぶ際に，「本当に必要なのか」「使った後はどう

なるのか」ということを立ち止まって考えることは，地球の環境

や未来のわたしたちの生活を守ることにつながっていきます。個

人で何ができるのかを考え，実践していきましょう。  

 


